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上
の
群
（G

F
R

60

）
に
比
べ

て
蛋
白
尿
陽
性
群
と
腎
機
能
低
下

（G
F

R
<

60

）
群
で
は
、
心
血

管
系
疾
患
に
よ
る
死
亡
の
相
対
危

険
が
増
加
す
る
こ
と
、
蛋
白
尿
陽

性
と
腎
機
能
低
下
を
併
せ
持
つ
群

で
は
、
さ
ら
に
相
対
危
険
が
増
加

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
図
１
）。

　

い
っ
ぽ
う
日
本
腎
臓
学
会
に
よ

る
と
、
蛋
白
尿
の
あ
る
人
は
な
い

人
に
比
べ
て
約
２
倍
の
早
さ
で
腎

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
沖
縄

県
に
お
け
る
住
民
健
診
受
診
者
へ

の
追
跡
調
査
で
は
、
健
診
時
に
蛋

白
尿
が
多
く
出
て
い
る
人
ほ
ど
、

末
期
腎
不
全
の
累
積
発
症
率
が
高

く
、
腎
機
能
の
予
後
が
悪
い
と
い

う
デ
ー
タ
も
報
告
さ
れ
て
い
る

（
図
２
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

蛋
白
尿
の
存
在
や
そ
の
程
度
は
、

将
来
の
腎
機
能
低
下
の
重
要
な
指

標
で
あ
り
、
健
診
に
よ
る
早
期
発

見
で
適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
腎
不
全―

　日ごろより、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。本
会では、現在「よぼう医学」を送付させていただい
ている皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまし
ては、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管
理のもとに運用しております。そのうえで今後も継
続して送らせていただきたいと考えております。送
付名簿から削除を希望される場合には、お手数ですが、
広報室（電話 03-3269-1131）までご連絡ください。
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と
慢
性
糸
球
体
腎
炎
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
い
か
に
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る
か
が

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
カ
ギ
と
な
る
。

　

最
近
の
国
内
外
の
研
究
で
は
、

蛋
白
尿
や
腎
機
能
の
低
下
が
心
血

管
疾
患
死
や
総
死
亡
の
危
険
因
子

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
。
こ
の
う
ち
、
40
歳
か
ら

79
歳
の
一
般
住
民
約
９
万
人
を

10
年
に
わ
た
っ
て
追
跡
し
た
茨

城
県
の
コ
ホ
ー
ト
調
査
で
は
、
蛋

白
尿
陰
性
で
腎
機
能
中
等
度
以

る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
定
義
で
は
、
腎
障
害

を
示
す
所
見
（
蛋
白
尿
や
そ
れ
以

外
の
異
常
）、
ま
た
は
中
等
度
以

下
の
腎
機
能
低
下〈G

F
R

<
60

（m
l/

M
in

/
1.73m

）〉
が

３
カ
月
以
上
続
く
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
診

断
さ
れ
る
。

　

日
本
腎
臓
学
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
腎
機
能
が
中
等
度
以
下
に
低

下
し
た
推
定
患
者
は
、
わ
が
国
の

20
歳
以
上
の
全
人
口
の
18
・
7
％
、

約
１
９
２
６
万
人
に
の
ぼ
る
と
い

う
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
原
因
と
な
る
主
な

疾
患
は
、
糖

尿
病
性
腎
症

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
考
え
る
講
演
会
」

で
は
、
こ
う
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
現
状

や
対
策
の
重
要
性
に
関
し
て
、「
臨

床
疫
学
調
査
よ
り
」
と
題
し
て
今

井
圓
裕
大
阪
大
学
教
授
が
、「
医

療
経
済
的
側
面
よ
り
」
と
題
し
て

山
縣
邦
弘
筑
波
大
学
教
授
が
そ
れ

ぞ
れ
詳
細
な
解
説
を
行
っ
た
。

　

ま
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
診
療
に
つ
い
て

は
３
人
の
腎
臓
専
門
医
が
講
演
を

行
い
、
日
本
腎
臓
学
会
が
作
成
中

の
、
簡
便
な
検
査
で
腎
機
能
を
予

測
す
る
「
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
糸
球
体
濾
過

値
）
推
算
式
」
や
、
簡
便
な
「
Ｃ

Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
」
の
概
要
、
小

児
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
重
要
性
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｃ
Ｋ

Ｄ
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
」で
は
、

日
本
医
師
会
、
日

本
高
血
圧
学
会
、

日
本
循
環
器
学

会
、
日
本
糖
尿
病

学
会
、
日
本
人
間

ド
ッ
ク
学
会
、
腎

と
薬
剤
研
究
会
の

代
表
者
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対

策
と
活
動
の
展
望

が
報
告
さ
れ
、
学

際
的
で
総
合
的
な

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
重
要
性
が
再
確
認

さ
れ
た
。

　

日
本
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

と
日
本
腎
臓
学
会
の
理
事
長
を
兼

務
す
る
菱
田
明
浜
松
医
科
大
学
教

授
は
、「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
早
期
に
発

見
し
て
積
極
的
な
治
療
を
行
う
こ

と
で
進
行
抑
制
や
合
併
症
予
防
が

可
能
と
な
っ
て
き
た
。
膨
大
な
数

の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
へ
の
対
策
を
確
実

に
行
う
に
は
、
腎
臓
専
門
医
を
は

じ
め
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
循
環

器
と
い
っ
た
各
領
域
の
専
門
医
や

か
か
り
つ
け
医
な
ど
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
関

わ
る
医
療
者
間
の
連
携
が
極
め
て

重
要
と
な
る
」
と
強
調
し
た
。

〈1 面〉●今年の「世界腎臓デー」スローガン
              「あなたの腎臓 大丈夫？」
　　　●平成18年度理事会・評議員会を開く―本会

〈2 〜 3 面（見開き）〉
　　　●新連載　子宮がん検診をめぐって　第 1 回
　　　●連載　たばこ問題とその規制対策　最終回
　　　●新刊紹介／『パンデミック・フルー　
　　　　新型インフルエンザ X デーハンドブック』
　　　●新連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　　　 　続・実践編　第 1 回

〈4 面〉●学校検診の円滑な実施に向けて
　　　●ドクターズミーティングを開催―本会
　　　●人間ドックに新項目「超音波による骨検診」
　　　　「頚動脈超音波検査」を追加―本会
　　　●保健会館クリニックに禁煙外来を開設―本会
　　　●お知らせ
　　　●東京都予防医学協会年報 2007年版ができました

5月 2日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　  9日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　16日　三輪　一
　　23日　岡　惺治
　　30日　第213回ヘルスケア研修会につき休み

今月の主な紙面

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）対
策
で
、

腎
不
全
や
心
血
管
疾
患
死
の
抑
制
め
ざ
す

6 月 6日　岡　惺治
　　13日　三輪　一
　　20日　岡　惺治
　　27日　三輪　一
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自
覚
症
状
に
乏
し
く
、
早
期
発
見
し
に
く
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）。
近
年
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
透
析
予
備
軍
と
し
て
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
心
血
管
疾
患

の
危
険
因
子
と
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
国
際
腎
臓
学
会
と
国
際
腎
臓
財

団
連
合
は
、
昨
年
か
ら
毎
年
３
月
第
２
木
曜
日
を
「
世
界
腎
臓
デ
ー
」
と
定
め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

に
対
す
る
知
識
の
普
及
、
早
期
発
見
、
治
療
の
推
進
を
め
ざ
し
た
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
今
年
は
「
あ
な
た
の
腎
臓 

大
丈
夫
？
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
世
界
各
地
で

啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
３
月
11
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
腎
不
全―

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
考
え
る
講
演
会
」（
主
催　

日
本
慢
性
腎
臓
病

対
策
協
議
会
）
で
は
、
第
一
線
の
専
門
医
ら
が
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

　

わ
が
国
の
透
析
患
者
数
は
年
々

増
加
し
、
２
０
０
５
年
末
に
は

約
25
万
８
０
０
０
人
と
な
っ
た

（
日
本
透
析
医
学
会
調
べ
）。
こ

の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
透
析
患
者

数
が
増
加
す
る
と
、
２
０
１
０

年
に
は
30
万
人
を
突
破
す
る
と

み
ら
れ
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改

善
、
医
療
費
の
削
減
と
い
っ
た
面

か
ら
、
透
析
（
末
期
腎
不
全
）
予

備
軍
で
あ
る
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ:C

h
ron

ic K
id

n
ey

 
D

isea
se

）
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
国
際
的
に
用
い
ら
れ
て
い

　

東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
平
成

18
年
度
第
２
回
理
事
会
お
よ
び
第

４
回
評
議
員
会
が
３
月
30
日
、
東

京
・
市
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
で
開
か
れ
た
。

　

理
事
会
、
評
議
員
会
に
先
立
っ

て
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
北
川
照
男

本
会
理
事
長
は
、
18
年
度
の
事
業

を
ほ
ぼ
予
定
通
り
遂
行
で
き
た
こ

と
を
報
告
し
、
関
係
者
の
理
解
と

協
力
に
謝
意
を
表
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

　
「
20
年
度
か
ら
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
が
義
務
化
さ
れ
る
の

で
、
こ
れ
に
備
え
て
健
診
と
保
健

指
導
を
効
果
的
に
実
施
す
る
体
制

整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
が

ん
対
策
基
本
法
の
施
行
を
受
け

て
、
が
ん
検
診
の
充
実
に
も
力
を

注
ぐ
計
画
で
あ
る
。
今
年
１
月
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
を
取
得

で
き
た
の
で
、

皆
様
に
い
っ
そ

う
安
心
し
て
検
査
・
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
」。

　

こ
の
後
、
理
事
会
は
北
川
理
事

長
を
議
長
に
、
評
議
員
会
は
國
井

渉
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、
19

年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

案
、
次
期
評
議
員
候
補
推
薦
方
法

の
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

「あなたの腎臓 大丈夫？」
今年の「世界腎臓デー」スローガン今年の「世界腎臓デー」スローガン

図2

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

5

0

10

15

蛋白尿1＋

蛋白尿≧3＋

蛋白尿2＋

蛋白尿－ 蛋白尿±

累
積
発
症
率
︵
％
︶

検診後の期間（年）

蛋白尿の程度と末期腎不全（透析）発症率

UP－

UPとGFRの組合せ：男性 UPとGFRの組合せ：女性

UP≧＋

GFR＜60

2.15*
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GFR≧60

UP－ UP≧＋

GFR＜60

4.00*

2.02*

1.58*

1.00 GFR≧60

＊ P＜0.05

蛋白尿と腎機能低下は、循環器病による死亡の危険を相加的に高める
Irie F,  Iso H et al. Kidney Int  69: 1264-1271, 2006

図1 尿蛋白（UP）陽性は心血管系疾患死の増加要因
全循環器疾患死亡の多変量調整相対危険度

Iseki K et al. Kidney Int
63:1468-1474, 2003

茨城県検診結果から

2

41
平
成　

年
度
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
く

18

平
成　

年
度
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
く

18

本会



尿酸値高めが気になる
50歳男性 Nさん

12

2007 4 15 40819 22007 4 15 40819 2007 4 15 408193

　

こ
れ
ま
で
の
11
回
の
連
載
の

な
か
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
た

ば
こ
問
題
の
大
き
さ
と
た
ば
こ

規
制
の
取
り
組
み
の
現
状
に
関

し
て
述
べ
て
き
た
が
、
今
回
は

最
終
回
で
あ
る
の
で
、
さ
ら
な

る
た
ば
こ
規
制
の
推
進
に
向
け

て
当
面
の
課
題
に
関
す
る
私
見

を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
た
ば
こ
規
制
の
取
り

組
み
の
方
針
で
あ
る
が
、
①
喫

煙
者
に
禁
煙
を
動
機
づ
け
る
環

境
の
整
備
と
、
②
禁
煙
を
希
望

す
る
喫
煙
者
が
禁
煙
治
療
と
禁

煙
支
援
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
す

る
仕
組
み
の
確
立
に
重
点
を
置

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

①
で
は
、
た
ば
こ
税
・
価
格

の
大
幅
引
き
上
げ
の
実
現
と
受

動
喫
煙
防
止
の
徹
底
の
た
め
の

健
康
増
進
法
第
25
条
の
強
化
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
未
成
年
の
喫
煙
防
止
に
も

効
果
が
あ
る
。
②
で
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
の

み
焦
点
を
あ
て
た
「
標
準
的
な

健
診
・
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
暫
定
版
）」
の
大
幅
見
直
し
の

実
現
が
、
当
面
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
地
域･

職
域
で
広
く
実

施
さ
れ
て
い
る
健
診
の
場
で
の

禁
煙
支
援
を
制
度
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
２
０
０
６
年
４
月

に
実
現
し
た
ニ
コ
チ
ン
依
存
症

管
理
料
と
、
６
月
の
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
の
薬
価
収
載
を
さ
ら
に

活
用
し
て
、
禁
煙
支
援･

禁
煙

治
療
を
普
及
す
る
こ
と
が
可
能

制
に
関
す
る
研
究
成
果
を
受
け

て
、
研
究
者
側
か
ら
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
具
体
的
な
た
ば
こ

規
制
の
政
策
を
提
案
し
、
政
策

担
当
者
を
交
え
て
議
論
す
る
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
現

段
階
で
は
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
ま
で
た
ば
こ
規
制
対

策
の
研
究
を
個
別
に
独
立
し
て

行
っ
て
き
た
研
究
者
が
一
堂
に

会
し
て
、
た
ば
こ
規
制
政
策
全

体
の
中
に
お
け
る
各
研
究
の
位

置
づ
け
に
関
し
て
議
論
し
、
確

認
す
る
こ
と
も
意
義
が
あ
る
。

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
を
得
て

た
ば
こ
規
制
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
る
研
究
者
と
研
究
課

題
を
厚
生
労
働
科
学
研
究
成
果

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

ttp
://

m
h

lw
-

g
ran

ts.n
ip

h
.

g
o.jp/

）
か
ら
検
索
す
る
と
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
多
数
の
研

究
者
が
た
ば
こ
規
制
の
対
策
に

関
係
す
る
研
究
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
提
案
す
る

べ
き
た
ば
こ
規
制
対
策
の
具
体

的
内
容
の
候
補
と
し
て
は
、
た

ば
こ
価
格
・
税
の
引
き
上
げ
、

職
場
・
公
共
の
場
所
に
お
け
る

受
動
喫
煙
の
防
止
の
徹
底
、
喫

煙
者
に
対
す
る
禁
煙
支
援
・
禁

煙
治
療
の
普
及
、
未
成
年
者
の

喫
煙
防
止
の
た
め
の
有
効
な
方

策
な
ど
が
あ
る
。

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
の

新
設
に
お
い
て
は
、医
学
会（
日

本
循
環
器
学
会
や
日
本
肺
癌
学

会
な
ど
禁
煙
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
た
９
学
会
と
日
本
癌
学

会
）、
日
本
医
師
会
、
厚
生
労

働
科
学
研
究
費
第
３
次
対
が
ん

総
合
戦
略
研
究
事
業
「
効
果
的

な
禁
煙
支
援
法
の
開
発
と
普
及

の
た
め
の
制
度
化
に
関
す
る
研

究
」
班
と
厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
が
密
接
に
連
携
し
て
、

実
現
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。こ
の
成
功
体
験
に
学
び
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
と

制
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
整
理

と
「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
た

ば
こ
規
制
の
推
進
」
に
向
け
て

の
幅
広
い
連
携
、
④
「
た
ば
こ

の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健

機
関
枠
組
条
約
」（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）

の
実
施
状
況
報
告
と
第
２
回
締

約
国
会
議
に
向
け
て
、
関
係
団

体
・
組
織
へ
の
働
き
か
け
と
政

府
の
た
ば
こ
規
制
対
策
担
当
者

と
情
報
・
意
見
交
換
な
ど
を
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て

カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
を
進
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

　

③
に
関
し
て
は
、
た
ば
こ

で
あ
る
。

　

④
に
関
し
て
は
、
２
０
０
５

年
２
月
27
日
の
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
発
効

後
2
年
以
内
に
日
本
政
府
は
、

締
約
国
と
し
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の

各
条
項
の
履
行
状
況
を
報
告
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

２
０
０
７
年
６
月
30
日
か
ら

７
月
５
日
ま
で
バ
ン
コ
ク
に
て

第
２
回
締
約
国
会
議
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
た
ば
こ
事

業
法
を
有
す
る
日
本
で
は
、
た

ば
こ
規
制
の
取
り
組
み
は
、
他

の
締
約
国
に
比
し
て
遅
れ
て
お

り
、
い
ま
だ
に
成
人
喫
煙
率
の

数
値
目
標
す
ら
決
め
ら
れ
な
い

と
い
う
状
況
に
あ
る
。
世
界
か

ら
情
報
を
収
集
し
、
国
内
外
の

た
ば
こ
規
制
の
取
り
組
み
の
最

新
の
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
現
状
を
打
開

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
外
国
に
お
け
る
た

ば
こ
規
制
の
成
功
体
験
に
学

ぶ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
２
０
０
４
年
に
出
版

し
た  B

u
ild

in
g

 block
s 

for tob
acco con

trol  
A

 h
an

d
book

   

の
翻
訳
版

「
タ
バ
コ
規
制
の
た
め
の
国
家

能
力
の
構
築 

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

に
は
、
政
府
に
よ
る
具
体
的
な

た
ば
こ
規
制
の
取
り
組
み
の
進

め
方
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
対
が
ん
協
会
が
翻
訳

出
版
し
た｢

た
ば
こ
規
制
戦
略

ガ
イ
ド｣(

原
本
は
、
Ａ
Ｃ
Ｓ

／
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の　

T
obacco 

c
o

n
tr

o
l str

a
te

g
y

 
p

la
n

n
in

g
 g

u
id

e
s

、

２
０
０
３
年
出
版)

に
は
、
た

ば
こ
規
制
の
運
動
側
か
ら
の
取

り
組
み
の
進
め
方
が
詳
述
さ
れ

て
い
る
。
す
で
に
出
版
か
ら
1

年
以
上
経
過
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
今
後
わ
が
国
の
た
ば
こ

規
制
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上

で
、
有
用
な
資
料
で
あ
る
。

　

ま
だ
残
部
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
大
島

（oosim
a-ak@

m
c.p

ref.

　

子
宮
頸
部
に
発
生
す
る
が

ん
に
つ
い
て
、
１
９
２
０
～

１
９
３
０
年
代
に
パ
パ
ニ
コ
ロ
ウ

（P
a

p
a

n
icola

ou

）
が
細
胞

診
で
診
断
で
き
る
こ
と
を
示
し

た
。
パ
パ
ニ
コ
ロ
ウ
は
別
の
目
的

（
ホ
ル
モ
ン
評
価
）
で
採
取
し
た

細
胞
診
で
進
行
が
ん
患
者
由
来
の

悪
性
細
胞
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、

細
胞
診
に
よ
る
腫
瘍
診
断
が
可
能

と
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
で
、

明
ら
か
に
病
変
を
認
識
で
き
る
肉

眼
的
が
ん
、
進
行
が
ん
ば
か
り
で

な
く
、
上
皮
内
癌
や
微
小
浸
潤
癌

な
ど
自
覚
的
に
症
状
も
な
く
、
ま

た
肉
眼
で
認
識
で
き
な
い
早
期
の

が
ん
病
変
、
さ
ら
に
前
が
ん
状
態

で
あ
る
異
形
成
も
細
胞
診
で
検

出
可
能
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し

た
。

　

細
胞
診
を
実

施
す
る
こ
と

で
、
自
覚
的
お

よ
び
他
覚
的
症

状
の
な
い
状
態

で
、
子
宮
頸
部

の
初
期
新
生
物

（
異
形
成
～
微

る
。

　

第
４
章
で
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
防
衛
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ｑ
＆

Ａ
」
と
し
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
留
意
す
べ
き
点
を
具
体
的
に
解

説
し
て
い
る
。
大
流
行
へ
の
準

備
と
し
て
は
食
料
や
日
用
品
の
備

蓄
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け
感
染
を

防
ぐ
方
法
、
家
族
が
感
染
し
て
し

ま
っ
た
際
の
家
庭
看
護
の
注
意
点

な
ど
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ひ
と

た
び
流
行
す
る
と
、
感
染
者
・
死

者
が
膨
大
な
数
に
上
る
だ
け
で
は

な
く
、
感
染
に
よ
っ
て
労
働
力
が

減
少
す
る
の
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
影
響
が
生
じ
、
社
会
機
能

が
停
止
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た

医
療
従
事
者
が
感
染
し
て
医
療
現

場
の
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
ず
な
す
べ
き
こ
と
は
個
々
人

が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
の
知
識
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
意
識
を
高
め
る
に
十
分

な
、
わ
か
り
や
す
い
入
門
書

で
あ
る
。
巻
末
に
は
感
染
症

指
定
医
療
機
関
リ
ス
ト
付
き
。

ウ
ェ
ブ
版
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
は
、

に
つ
い
て
は
、
進
行
が
ん
を
除
い

て
検
診
実
施
群
と
未
実
施
群
で
、

前
者
が
予
測
発
生
1
・
0
に
対
し

0
・
16
、
後
者
が
同
じ
く
１
・
08

と
の
結
果
が
得
ら
れ
、
そ
の
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
１
９
５
９

年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
１
９
６
３
年

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
１
９
６
４
年
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

１
９
６
７
年
デ
ン
マ
ー
ク
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
に
広
が
り
、そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
で
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
表
１
）。

　

わ
が
国
で
は
、
行
政
が
関
与
す

る
組
織
的
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
昭

和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
宮
城
県

で
開
始
さ
れ
、
検
診
に
よ
る
効
果

が
実
際
に
示
さ
れ
た
。
昭
和
40
年

厚
生
省
政
務
次
官
会
議
で
「
が
ん

対
策
小
委
員
会
提
言
」
が
な
さ
れ

た
。
検
診
の
実
施
や
検
診
に
必
要

な
専
門
技
術
者
の
養
成
等
を
骨
子

と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
の
全
国
展
開
を
め
ざ

し
て
モ
デ
ル
地
区
を
定
め
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
都
は
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、
昭
和
42
年
に
日
本
母
性

保
護
医
協
会
女
性
性
器
が
ん
対
策

委
員
会
か
ら
の
指
定
を
受
け
、
日

本
母
性
保
護
医
協
会
東
京
都
支
部

（
東
母
）
が
運
営
に
あ
た
り
検
診

実
務
を
東
京
都
予
防
医
学
協
会
が

行
う
こ
と
と
し
て
発
足
し
た
（
表

２
）。

　

検
診
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
宮
城

県
は
巡
回
車
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

「
車
検
診
」
が
主
体
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
東
京
都
は
東
母
会
員

の
施
設
で
検
診
を
実
施
す
る
「
施

h
ttp

:// b
lo

g
.m

o
u

ra
.

jp/ in
flu

en
za/

（
講
談
社　

１
０
５
０
円
・
税
込
）

設
検
診
」
が
採

用
さ
れ
、
昭
和

43
年
に
実
務
を

開
始
し
た
。
開

始
に
先
立
ち
、

子
宮
頸
が
ん
検

診
に
関
わ
る
東

母
会
員
の
た

め
、
細
胞
採
取

法
に
始
ま
り
、

塗
沫
や
固
定
な

ど
検
診
に
必
要
な
知
識
に
関
す
る

講
習
会
を
実
施
し
、
検
診
受
診
者

の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
準
備
が
な

さ
れ
た
。

　

東
母
会
員
へ
の
講
習
会
を
実
施

す
る
と
同
時
に
、
全
国
的
に
日
母

女
性
性
器
が
ん
対
策
委
員
会
委
員

を
は
じ
め
、
子
宮
が
ん
死
撲
滅
対

策
に
関
わ
る
会
員
に
よ
る
住
民
へ

の
啓
発
活
動
が
積
極
的
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
宮
が

ん
死
撲
滅
へ
の
取
り
組
み
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
子
宮
が
ん
０ゼ

ロ

０ゼ
ロ

作
戦
」と
し
た
。
そ
の
意
味
は
、

子
宮
が
ん
を
０
期
、
す
な
わ
ち

上
皮
内
癌
の
時
期
に
見
つ
け

出
し
、
子
宮
が
ん
死
を
ゼ
ロ
に

す
る
、
で
あ
っ
た
。
一
般
住
民

に
と
っ
て
、
検
診
は
馴
染
み
は

な
か
っ
た
が
、
熱
心
な
啓
発
活

動
に
よ
り
短
期
間
で
必
要
性

が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

全
国
的
に
子
宮
頸
が
ん
検
診

受
診
者
が
増
加
し
た
。

し
て
、
個
別
の
た
ば
こ
規
制
対

策
の
実
現
に
向
け
て
関
係
者
の

連
携
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

規
制
の
対
策
を
推
進
し
、
脱

た
ば
こ
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
、
国
内
外
の
た
ば
こ
規

と
な
る
。

　

次
に
具
体
的
な
取
り
組
み
の

提
案
で
あ
る
が
、
③
た
ば
こ
規

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
競
技
の
た
め
の

運
動
で
は
な
い
の
で
、
運
動
強
度
が
高
く
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

短
時
間
で
の
激
し
い
運
動
の
後
は
、
よ
り

い
っ
そ
う
尿
酸
値
が
上
昇
し
や
す
く
な
る
の

で
、
普
段
は
時
間
が
取
れ
な
い
か
ら
と
、
月

に
１
～
２
回
集
中
し
て
運
動
を
行
っ
て
い
る

よ
う
な
場
合
は
要
注
意
で
す
。
毎
日
少
し
ず

つ
で
も
歩
く
機
会
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
と
は
い
え
、「
飲
ん
だ
後
に
１
時
間
以

上
歩
い
て
帰
る
」
と
い
う
の
は
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。

◇
汗
は
運
動
の
目
安
？

　

た
と
え
ば
、
サ
ウ
ナ
で
汗
を
か
い
た
だ
け

で
痩
せ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

か
ら
だ
を
動
か
し
た
時
も
、
汗
を
か
く
と

ス
ッ
キ
リ
し
て
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
す

が
、
必
ず
し
も
「
発
汗
＝
運
動
」
の
証
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
体
内
水
分
量
の
減
少
も
、
尿

酸
値
を
上
昇
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

汗
を
た
く
さ
ん
か
い
た
後
は
、速
や
か
に
、

水
分
を
た
っ
ぷ
り
と
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
忘

れ
が
ち
で
す
が
、運
動
や
サ
ウ
ナ
の
前
に
も
、

必
ず
水
分
摂
取
を
。
た
だ
し
、
水
や
お
茶
で

十
分
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
の
後
に
サ
ウ
ナ
で
た
く
さ
ん
汗
を

か
い
て
、
ビ
ー
ル
で
水
分
補
給
を
、
な
ん
て

考
え
て
い
る
と
、
翌
朝
「
痛
た
た
た
た
…
」

な
ん
て
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
。

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
か
ら
、「
息
が
切
れ

た
り
、
た
く
さ
ん
汗
を
か
く
よ
う
な
き
つ
い

運
動
じ
ゃ
な
い
と
効
果
が
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
「
運
動
＝
か
ら
だ
を

痛
め
つ
け
る
こ
と
」
と

い
う
解
釈
で
す
と
、

い
き
な
り
思
い
き
り

走
っ
て
み
た
り
、
ジ
ム

で
重
い
負
荷
を
か
け

た
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
が
ん
ば
っ

た
り
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
に
筋
肉
を
使
う
無
酸
素

運
動
や
、
瞬
発
力
を
必
要
と
す
る
運
動
を
行

う
と
、
尿
酸
の
産
生
量
が
増
加
し
、
尿
酸
の

排
泄
機
能
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

尿
酸
値
が
著
し
く
上
昇
し
て
、
通
風
発
作
を

起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◇
で
は
効
果
的
な
運
動
は
？

　

尿
酸
値
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
非
常
に
楽

で
、
も
の
た
り
な
い
と
感
じ
る
程
度
（
運
動

強
度
30
～
40
％
程
度
）
の
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
代
表
さ
れ
る
有
酸
素
運
動
が
最
も
効
果
的

で
す
。
１
回
の
運
動
時
間
は
20
～
40
分
程
度

で
も
、
頻
度
を
多
く
、
長
期
間
習
慣
的
に
行

う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
「
こ
ん
な
に
軽
く
て
運
動
な
の
？
」
と
思
わ

◇
運
動
は
効
果
的
？

　
「
健
康
の
た
め
に
は
運
動
し
な
く
ち
ゃ
だ
よ

ね
…
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
雑

誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
健
康
関
連
の
内

容
は
頻
繁
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
し
、
運
動
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と

も
、
か
ら
だ
に
良

い
効
果
が
あ
る
こ

と
も
知
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、い
っ

ぽ
う
で
自
分
に
都
合
良
く
解
釈
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

尿
酸
値
が
高
い
方
の
中
に
は
、
学
生
時
代

◇
十
分
な
水
分
摂
取
を

　

尿
中
の
尿
酸
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た

め
、
水
分
を
十
分
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。
１

日
２
リ
ッ
ト
ル
程
度
を
、
喉
が
渇
く
と
感

じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　

と
く
に
尿
が
濃
く
な
る
飲
酒
後
や
、
就

寝
前
の
水
分
摂
取
が
重
要
で
す
。

◇
結
石
予
防

　

尿
が
酸
性
に
傾
い
て
い
る
と
尿
酸
が
溶

け
に
く
く
な
り
、
尿
酸
が
結
晶
と
な
っ
て

尿
路
結
石
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
尿
を
酸
性
化
す
る
食
品
（
卵
、
豚

肉
、
サ
バ
、
牛
肉
な
ど
）
は
少
な
め
に
し

て
、
尿
を
ア
ル
カ
リ
化
す
る
食
品
（
ひ
じ

き
、
わ
か
め
、
昆
布
な
ど
）
を
多
め
に
摂

り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ほ
ど
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

た
だ
し
、
細
胞
数
の
多
い
白
子
や
あ
ん
肝

や
レ
バ
ー
な
ど
の
内
臓
は
、
極
め
て
プ
リ
ン

体
が
多
い
の
で
、
頻
繁
に
多
量
に
食
べ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
リ
ン
体
は

水
溶
性
な
の

で
、
ゆ
で
れ
ば

２
～
３
割
ぐ
ら

い
減
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
リ
ン

体
が
少
な
い
も

の
と
し
て
は
、

果
物
や
野
菜
が

あ
り
ま
す
。

◇
プ
リ
ン
体
は
怖
く
な
い

　

プ
リ
ン
体
と
は
細
胞
内
の
「
核
酸
（
Ｄ

Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
合
成
す
る
物
質
の
一
つ
）」

を
構
成
し
て
い
る
成
分
で
す
。
ど
の
食
品
に

も
含
ま
れ
ま
す
が
、通
常
の
食
事
で
あ
れ
ば
、

　

尿
酸
値
が
高
い
ほ
ど
痛
風
の
リ
ス
ク
は

高
く
な
り
ま
す
が
、
７・
０
mg
程
度
で
も

痛
風
発
作
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
放
置
し
が
ち

で
す
。
蓄
積
し
て
い
く
と
、
や
が
て
腎
機

能
へ
も
影
響
し
か
ね
ま
せ
ん
。
定
期
的
に

検
査
を
受
け
、
経
過
観
察
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

た
り
、
尿
路
結
石
の
予
防
の
た
め
に
も
、
１

日
２
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
ル
コ
ー
ル
で

は
な
く
、
水
・
お
茶
で
。
１
日
の
尿
量
は
２

リ
ッ
ト
ル
が
目
安
で
す
。
尿
の
酸
性
度
だ
け

な
ら
市
販
の
検
査
紙
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す

の
で
、
試
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
＊　
　
　
　

＊

程
度（
ビ
ー
ル
で
は
５
０
０
ml
、ウ
イ
ス
キ
ー

で
は
ダ
ブ
ル
１
杯
に
相
当
）
に
、
禁
酒
日
は

週
２
日
以
上
作
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
酒
を
飲
む
人
は
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
プ
リ
ン
体
を

多
く
摂
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
お
酒
の

つ
ま
み
が
要
注
意
で

す
。
つ
ま
み
に
よ
く

使
わ
れ
る
食
材
の

肉
・
魚
・
大
豆
な
ど

（
高
た
ん
ぱ
く
質
の
食
品
）
に
は
、
プ
リ
ン

体
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
か
ら

で
す
。

ね
ば
な
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
は
避
け
ら
れ
な
い

世
代
。
心
身
の
疲
れ
が
ピ
ー
ク
に
達
し
な
い

よ
う
体
調
に
正
直
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ト
レ
ス
発
散
と
い
っ
て
暴
飲
暴
食
は
禁

物
。疲
れ
た
ら
休
む
、

趣
味
を
楽
し
む
、
明

日
で
き
る
こ
と
は
明

日
に
、な
ど
な
ど
…
。

上
手
な
ス
ト

レ
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
、

生
活
習
慣
病

対
策
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

◇
水
分
不
足

　

血
中
・
尿
中
の
尿
酸
濃
度
を
下
げ

　

以
前
か
ら
、
尿
酸
に
つ
い
て
の

知
識
を
お
持
ち
の
方
。高
尿
酸
は
、

プ
リ
ン
体
の
多
い
食
品
を
摂
ら
な

け
れ
ば
、
良
く
な
る
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？　

　

し
か
し
、
尿
酸
値
を
上
げ
る
原

因
と
し
て
は
、
プ
リ
ン
体
よ
り
も

肥
満
や
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
が
大
き

く
関
与
し
て
い
ま
す
。

◇
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

　

減
量
だ
け
で
高
尿
酸
血
症
が
改

善
さ
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
急
激
な
減
量
は
避
け
、
１
カ
月

２
～
３
kg
程
度
の
減
量
を
め
ざ
す
と
良
い

で
し
ょ
う
。

◇
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
る

　

プ
リ
ン
体
を
含
ま
な
い
お
酒
で
も
尿
酸

値
は
上
昇
し
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル

は
、
体
内
で
尿
酸

が
作
ら
れ
る
の
を

促
進
し
、
さ
ら
に

腎
臓
で
の
尿
酸
の

排
泄
低
下
を
起
こ

し
ま
す
。
ま
た
、

脱
水
作
用
に
よ
り
、
血
液
が
濃
縮
さ
れ
、

ま
す
ま
す
尿
酸
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

お
酒
は
１
日
に
つ
き
、
日
本
酒
で
１
合

　
「
ハ
ハ
ッ
、
ま
た
尿
酸
高
か
っ
た
よ
～
」
と

Ｎ
さ
ん
。
再
検
査
も
指
示
さ
れ
な
い
か
ら
と

言
っ
て
油
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

尿
酸
値

７・
０
mg
以
上
で
「
高
尿
酸
」、
８・
０
mg
か

ら
は
治
療
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

高
尿
酸
に
は
さ
ま

ざ
ま
原
因
が
あ
り
ま

す
が
、
ホ
ル
モ
ン
も

そ
の
一
つ
。
高
尿
酸

が
女
性
に
少
な
い
の

は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

に
腎
臓
か
ら
の
尿
酸
の
排
出
を
促
す
働
き
が

あ
る
た
め
で
す
。
実
際
、
痛
風
患
者
の
99
％

は
男
性
で
す
。
ま
た
近
親
者
に
痛
風
の
人
が

い
る
と
、
尿
酸
値
が
上
が
り
や
す
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
質
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、

飲
食
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
が
大
き

く
関
係
し
ま
す
。
近
年
、
高
尿
酸
の
人
が
増

え
て
い
る
背
景
に
は
、
飽
食
や
交
通
の
利
便

化
に
よ
る
運
動
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
体

質
だ
し
…
」
と
放
っ
て
お
く
の
で
は
な
く
、

次
の
原
因
に
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◇
肥
満

　

飲
み
す
ぎ
、
食
べ
す
ぎ
、
運
動
不
足
は
肥

満
と
高
尿
酸
に
共
通
す
る
要
因
。
脂
肪
組
織

は
尿
酸
の
産
生
を
増
や
し
た
り
、
腎
臓
か
ら

の
尿
酸
の
排
出
を
抑
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
も
肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
温
床
と
も

言
わ
れ
る
厄
介
も
の
。
標
準
体
重
を
め
ざ
し

て
減
量
に
取
り
組
め
ば
、
生
活
習
慣
病
全
般

の
改
善
に
つ
な
が
り
、
一
石
二
鳥
に
も
三
鳥

に
も
な
り
ま
す
ね
。
で

も
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ダ
イ

エ
ッ
ト
が
ス
ト
レ
ス
に

な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

か
ら
…
。

◇
慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス

　

ス
ト
レ
ス
が
多
く
緊

張
を
強
い
ら
れ
る
環
境

で
は
、
尿
酸
値
が
上
り

や
す
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
30
～
50
歳
代
は
仕

事
を
バ
リ
バ
リ
こ
な
さ

尿酸は、細胞中の核酸の一部のプリン体が代謝されてできた

老廃物で、尿から排泄されます。高めの尿酸値は、この尿酸が

体内で作られ

す ぎたり、尿

からの排泄量

が減少するこ

とで起こりま

す。このままで

いると痛風発

作を招くおそ

れもあるため、

早めの対策が

肝心です。

健康づくり・健康増進を支援するページ　続・実践編① 監修：岡 惺治
（健康管理コンサルタント）

N さんのプロフィール

尿 酸 値 高めの 状 態が 長年 継 続してい
る肥 満 気 味 の 50 歳 男 性。定 期 健 診
の 結 果 は、尿 酸 値 7.2 ㎎ /dl。 身 長
170cm、体 重 70kg、BMI 24.22。学
生時代はスポーツマンだったが、今はほ
とんど運動をしない生活。楽しみは、月
に数回のゴルフとサウナ。仕事で酒を飲
む機会が多く、休肝日はない。

大 島 　 明
大阪府立成人病センター
調査部部長

頸
が
ん
死
防
止
を
目
的
と
す
る
検

診
に
細
胞
診
を
導
入
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
た
。

組
織
的

子
宮
頸
が
ん
検
診
の

始
ま
り

　

子
宮
頸
部
初
期
新
生
物
（
軽

度
異
形
成
～
微
小
浸
潤
癌
）
の

検
出
を
目
的
に
細
胞
診
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
細
胞
診
の

有
用
性
か
ら
個
人
レ
ベ
ル
ば

か
り
で
な
く
組
織
立
っ
た
検
診

（M
a

ss-
screen

in
g

）
へ

と
発
展
し
た
。
カ
ナ
ダ
、
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で

１
９
４
９
年
に
世
界
で
初
め

て
の
検
診
（O

rg
a

n
ized

 
screen

in
g

 p
rog

ra
m

 
for cerv

ical can
cer

）

が
実
施
さ
れ
た
。
検
診
の
効
果

さらなるたばこ規制の推進
に向けて…  当面の課題…

osak
a.jp

）
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

威
と
、
出
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

説
し
て
い
る
。
特
に
強
毒
型
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
変
異
し
大
流
行
し
た

場
合
、致
死
率
が
非
常
に
高
い
上
、

免
疫
力
の
高
い
若
い
人
に
多
く
の

犠
牲
者
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
２
章
で
は
お
よ
そ
90
年
前
に

流
行
し
た
「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
の

被
害
に
つ
い
て
解
説
。
第
３
章
は

「
日
本
崩
壊―

最
悪
の
シ
ナ
リ

オ
」
と
し
て
、
日
本
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
場

合
に
ど
の
よ
う
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
の
か
、

そ
し
て
不
十
分
な
対
策

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

い
な
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
す
れ
ば
、
瞬
く
間
に
感
染
が

拡
大
す
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
厚

生
労
働
省
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
国
内
で
発
生
し
た
場
合
、
４

人
に
１
人
が
感
染
し
、
64
万
人
が

死
亡
す
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

立
て
る
べ
き
な
の
か
。

　

本
書
は
第
１
章
に
お
い
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
仕
組
み
お

よ
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅

　
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ル
ー
」

と
は
「
世
界
的
に
大
流
行
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
免
疫
を
も
っ
て

小
浸
潤
癌
）
を

発
見
で
き
る
こ

と
か
ら
、
子
宮

子
宮
が
ん
検
診
の
歴
史 
そ
の
１

　

検
診
実
施
の
初
期
段
階
で
は
、

進
行
が
ん
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い

た
が
、
次
第
に
目
的
で
あ
る
上
皮

内
癌
や
微
小
浸
潤
癌
も
多
く
検
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
の
将
来
展
望
は
希
望
に
満

ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

＊
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
扁
平
上
皮
癌
、

腺
癌
に
対
し
て
「
癌
」
の
字
を
用
い
て

い
ま
す
。

●プリン体の多いつまみ

海外での子宮頸がん検診開始年表1

パンデミック・フルー
新型インフルエンザＸデー

ハンドブック

岡田晴恵／著

　

子
宮
が
ん
検
診
は
死
亡
率
減
少
効
果
の
あ
る
確
か
な
検

診
と
し
て
、
わ
が
国
で
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
検
診
受
診
率
の
低
下
に
と
も
な

う
子
宮
が
ん
死
亡
率
の
上
昇
な
ど
新
た
な
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
子
宮
が
ん
検
診
の
こ

れ
ま
で
の
成
果
、
現
状
で
の
問
題
点
、
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
長
谷
川

壽
彦
本
会
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長

が
解
説
す
る
。

表2 厚生省政務次官会議
がん対策小委員会提言

長
谷
川
壽
彦

本
会
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長 1

本会・健康増進部
管理栄養士

重井真理子

本会・健康増進部
保健師

石原　恵

本会・健康増進部
健康運動指導士

高橋佳子

岡惺治先生の監修のもとに、本会健康
増進部による新シリーズ「続・実践編」
をスタートします。乞うご期待！

は
じ
め
に

2

1

Organized screening program for uterine cervical cancer

開始年 国

1949 カナダ（ブリティッシュコロンビア）

1959 ノルウェー

1963 フィンランド

1964 アイスランド

1964 スウェーデン

1967 デンマーク

1 がんに対する正しい知識

2 健康診断の実施

3 医療設備の整備

4 専門技術者養成

5 がん研究の促進

1965年12月



心臓検診、腎臓・糖尿病検診の

打ち合わせ会開く―本会

病
院
部
長
）、
石
井

正
浩
（
北
里
大
学

教
授
）、
佐
地
勉

（
東
邦
大
学
教
授
）、

山
岸
敬
幸
（
慶
應

大
学
講
師
）、
伊

東
三
吾
（
都
立
広

尾
病
院
副
院
長
）、

鈴
木
淳
子
（
東
京
逓
信
病
院
部

長
）、稀
代
雅
彦
（
順
天
堂
大
学
）、

藁
谷
理
（
杏
林
大
学
）

▽
腎
臓
・
糖
尿
病
検
診

　

村
上
睦
美
（
日
本
医
科
大
学
名

誉
教
授
）、
土
屋
正
巳
（
同
大
学

講
師
）、
五
十
嵐
徹
（
同
大
学
）、

関
根
孝
司
（
東
京
大
学
助
教
授
）、

高
橋
昌
里
（
日
本
大
学
講
師
）、

大
友
義
之
（
順
天
堂
大
学
助
教

授
）、
服
部
元
史
（
東
京
女
子
医

科
大
学
教
授
）、
松
山
健
（
公
立

福
生
病
院
副
院
長
）、
関
根
裕
二

（
杏
林
大
学
）、
大
森
多
恵
（
都
立

墨
東
病
院
）、
亀
井
宏
一
（
国
立

成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
）、
横
谷
進

（
虎
ノ
門
病
院
部
長
）、
鶴
見
晴
子

（
同
病
院
）、
玉
置
尚
司
（
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
講
師
）、
宿
谷
明

紀
（
同
大
学
）、菊
池
絵
梨
子
（
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
）、
北
川
照
男

（
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

２
０
０
６
年
６
月
に
血
尿
診
断
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
委
員
会
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
「
血
尿
診
断
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
尿
沈
渣
検
査
法
と
の

相
違
に
つ
い
て
の
対
応
が
討
議
さ

れ
、
今
後
の
検
査
法
や
記
載
法
に

関
す
る
変
更
点
の
確
認
が
な
さ
れ

た
。

　

今
回
打
ち
合
わ
せ
会
に
参
加
し

た
専
門
医
は
次
の
各
氏
で
あ
る

（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

▽
心
臓
検
診

　

原
田
研
介
（
日
本
大
学
教
授
）、

鮎
澤
衛
（
同
大
学
講
師
）、
金
丸

浩
（
同
大
学
）、
浅
井
利
夫
（
東

京
女
子
医
科
大
学
教
授
）、
伊
藤

け
い
子
（
同
大
学
講
師
）、
土
井

庄
三
郎
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
講

師
）、
阿
部
正
徳
（
日
本
医
科
大

学
）、
村
上
保
夫
（
榊
原
記
念
病

院
院
長
）、
関
一
郎
（
都
立
墨
東

　

今
、
全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
一
斉
に
児
童
生
徒
の

健
康
診
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。本
会
で
は
、毎
年
こ
れ
に
先
立
っ

て
検
診
を
担
当
す
る
小
児
の
心
臓
、
腎
臓
、
糖
尿
病
の
専
門
医

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
を

開
い
て
検
診
の
円
滑
な
実
施
を
図
っ
て
い
る
。
今
年
は
、
心
臓

検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
（
写
真
上
）
を
３
月
１
日
に
、
腎
臓
・

糖
尿
病
検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
（
写
真
下
）
を
３
月
６
日
に
開

催
し
た
。
打
ち
合
わ
せ
会
に
は
本
会
の
検
診
を
指
導
し
、
検
診

で
異
常
が
み
つ
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
診
断
・
治
療
を
担
当
し

て
い
る
専
門
医
や
本
会
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
ら
あ
わ
せ
て
約
60
人

が
出
席
し
、
検
診
を
実
施
す
る
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
討

議
し
、
関
係
者
間
の
共
通
理
解
と
連
携
を
深
め
た
。

2007 4 15408 19 4

合
わ
せ
会
で
は
、
２
０
０
４
年
度

か
ら
２
０
０
６
年
度
ま
で
の
心
電

図
の
読
影
結
果
を
、
１
次
検
診
で

の
抽
出
内
訳
や
２
次
検
診
・
精
密

検
査
結
果
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
比

較
し
、
例
年
と
同
レ
ベ
ル
の
成
績

が
得
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

い
っ
ぽ
う
腎
臓
・
糖
尿
病

検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
で
は
、　

本
会
で
は
例
年
、
健
康
診
断
に

従
事
し
て
い
る
医
師
と
本
会
の
関

係
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会
す
る
ド

ク
タ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
、
現
場
で
起
こ
る
問
題
や
課
題

を
話
し
合
い
、
共
通
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
健
診
の
効
率
化
や

精
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

打
ち
合
わ
せ
会
で
は
、
心
臓
検

診
、
腎
臓
・
糖
尿
病
検
診
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
２
０
０
７
年
度
の

実
施
予
定
件
数
と
地
区
が
報
告
さ

れ
、
地
区
別
の
検
診
実
施
日
程
な

ど
の
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
と
確

認
が
行
わ
れ
た
他
、
今
後
の
検
診

の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
心
臓
検
診
の
打
ち

　

さ
る
３
月
17
日
、
保
健
会
館
別

館
で
行
わ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

は
、
地
域
や
職
域
の
健
康
診
断
を

担
当
す
る
医
師
を
中
心
に
、
本
会

の
北
川
照
男
理
事
長
、
小
野
良
樹

医
務
局
長
を
は
じ
め
、
健
康
教
育

事
業
本
部
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
検
査

研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
合
健
診
部
、

看
護
部
、
健
康
増
進
部
、
統
計
事

務
部
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
約
50
人
が

出
席
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
平
成
19

年
度
の
事
業
概
要
や
、
健
診
時
の

診
察
で
注
意
す
べ
き
点
な
ど
の
解

説
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
望
へ
の

対
応
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
よ
り
良
い
健
診
の
あ
り
方
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
た
他
、
本
会
の
山

学
校
検
診
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て

学
校
検
診
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て

　　

本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
先

ご
ろ
行
っ
た
受
診
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
要
望
の
多
か
っ
た
「
超
音
波
に

よ
る
骨
検
診
」
と
「
頚
動
脈
超
音

波
検
査
」
の
２
つ
を
オ
プ
シ
ョ
ン

項
目
に
追
加
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
超
音
波
に
よ
る
骨

検
診
」
は
、
踵
骨
の
骨
量
を
測
定

し
て
骨
粗
し
ょ
う
症
の
リ
ス
ク
を

調
べ
る
も
の
。「
頚
動
脈
超
音
波

検
査
」
は
、
総
頚
動
脈
の
血
管
壁

の
厚
さ
や
プ
ラ
ー
ク
の
状
態
を
み

る
こ
と
で
動
脈
硬
化
の
状
態
を
確

認
す
る
検
査
で
あ
る
。

　

本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
０
３―

３
２
６
９―

１
１
４
１
で
受
け
付

け
て
い
る
。

内
邦
昭
専
務
理
事
が
「
各
種
制
度

改
革
と
そ
の
対
応―

こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
健
康
診
断
」
と
題
し
た

講
演
を
行
っ
た
。

　

山
内
専
務
理
事
は
講
演
で
「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
内
容

や
実
施
方
策
に
関
し
て
、
関
連
す

る
３
つ
の
検
討
会
で
検
討
が
行
わ

れ
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
大
詰
め

を
迎
え
た
。
今
月
末
の
検
討
会
で

最
終
決
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
て
、
第
５
回
検
討
会
で
示
さ
れ

た
「
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
暫
定
版
）」
の
修

正
案
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
を
移
し
て
開
か
れ

た
懇
親
会
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い

の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
１
３
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
５
月
30
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

　
「
産
業
看
護
の
専
門
性―

産
業

保
健
専
門
職
の
倫
理
指
針
を
基
に

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
四
日
市

看
護
医
療
大
学
学
長
の
河
野
啓
子

氏
が
講
演
す
る
。
司
会
は
、
ラ
イ

オ
ン
株
式
会
社
本
社
健
康
管
理
室

の
瀬
戸
美
才
氏
。

　

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。
参
加
費
２
０
０
０
円
。

定
員
先
着
４
０
０
人
。

人間ドックに新項目
「超音波による骨検診」
「頚動脈超音波検査」

を追加 本会
　

が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
生

活
習
慣
病
の
危
険
因
子
と
な
る
喫

煙
習
慣
は
、
治
療
が
必
要
な
「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
わ
が
国
で
も
昨
年
か
ら

禁
煙
治
療
が
保
険
適
応
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
本
会
の
保
健

会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
４
月
よ
り

禁
煙
外
来
を
開
設
し
た
。

＊
外
来
日:

第
１
、３
、５
土
曜

日
（
予
約
制
）

＊
担
当
医:
小
野
良
樹
保
健
会

館
ク
リ
ニ
ッ
ク

所
長

　

な
お
、
保
険

診
療
の
対
象
と

な
る
の
は
、
①

た
だ
ち
に
禁
煙
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
、
②
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト（
Ｔ
Ｄ
Ｓ
）

で
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
診
断
さ
れ

て
い
る
、
③
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数

（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）

が
２
０
０
以
上
で
あ
る
、
④
禁
煙

治
療
を
受
け
る
こ
と
を
文
書
に
よ

り
同
意
し
て
い
る
、
の
４
つ
の
条

件
す
べ
て
を
満
た
す
方
。

　

予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
電

話
０
３―

３
２
６
９―

１
１
５
１

ま
で
。

保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

禁
煙
外
来
を
開
設
本
会

ドクターズ
ミーティングを
開催　　本会

第
２
１
３
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

産
業
看
護
の
専
門
性

産
業
保
健
専
門
職
の

倫
理
指
針
を
基
に
考
え
る

 

5
月
30
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」

［Ⅰ 学校保健］
心臓病検診　「心臓病検診の実施
成 績 」浅 井 利夫（ 東 京女子 医科
大学教授）
腎臓病検診　「腎臓病検診の実施
成績と分析」村上睦美（日本医科
大学名誉教授）
糖尿病検診　「小児糖尿病検診の
実 施 成績と管 理 上の問題 点およ
びその対策について」浦上達彦（日
本大学医学部講師）「小児期発症
2 型糖尿病の食事管 理 」大 和田
操（女子栄養大学大学院教授）
脊柱側彎症検診　「脊柱側彎症検
診の実 施 成 績 」大 塚 嘉則（国 立
病院機構千葉東病院名誉院長）
小児生活習慣病予防健診　「小児
生 活 習 慣 病 予 防 健 診 の 実 施 成
績 」村 田光 範（ 東 京女子 医科大
学名誉教授）
貧血検査　「貧血検査の実施成績
と分析」前田美穂（日本医科大学

教授）
寄生虫検査　「寄 生虫検 査（学 校
保健分野）の実 施成績」本会検
査研究センター

［Ⅱ 地域・職域保健］
定期健康診断・基本健康診査　「定
期健康診断の実施成績」須賀万
智（聖マリアンナ医科大 学 講 師）

「住民健診の実施成績」本会成人
保健部
特殊健康診断　「特殊健康診断の
実 施 成 績 」三 輪　一（本 会 総 合
健診部）
保健指導事業　「保健指導の実施
成績」本会健康増進部
人間ドック　「人間ドックの実施成
績」三輪　一（本会総合健診部）
超音波検査　「超音波検査の実施
成績」本会検査研究センター
クリニックの外来診療　「クリニッ
クの実施成績」小野良樹（本会保
健会館クリニック）

［Ⅲ 母子保健］
妊婦甲状腺機能検査　「妊婦甲状
腺機能検査の実施成績」百渓尚
子（本会内分泌科）
性感染症検査　「東 京におけるク
ラミジア・トラコマチスおよび 淋
菌の実施成績について」／「性感
染 症における最 近の動向」松田
静治（性の健康医学財団理事長）
新生児スクリーニング検査　「先天
性代謝異常症の新生児マス・スク
リーニング成績」本会検査研究セ
ンター  「先天性甲状 腺 機能低下
症（クレチン症 ）の 新 生 児マス・
スクリーニング成績－スクリーニン
グの現状と今後の課題」杉原茂孝

（東京女子医科大学教 授）「先天
性副腎過形成症の新生児マス・ス
クリーニング成績」大西寿和（東
京医科歯科大学医学部講師）

［Ⅳ がん検診］
胃がん検診　「胃がん検診の実 施
成績」本会放射線部
肺がん検診　「肺がん検診の実 施

成績」高梨智子（本会画像診断科）
東京から肺がんをなくす会の検診　「東京から
肺がんをなくす会の実施成績」大松広伸（国
立がんセンター東病院通院治療センター医長）
大腸がん検診　「大 腸がん検 診（便潜血反 応
検査）の実施成績と課題」本会検査研究セン
ター
子宮がん検診　「子宮がん検診（グリーンルー
ム）の実施成績」伊藤良彌（本会婦人検診部）
東京産婦人科医会との協力による子宮がん細胞
診　「子宮がん細胞診（頚がん・体がん）の実
施成績とその分析」長谷川壽彦（本会検査研究センター）「子宮がん精密検診（2
次検診）センターの活動状況」塚崎克己（慶應義塾大学医学部助教授）
乳がん検診　「乳がん検診の実施成績」高梨智子（本会画像診断科）
東京産婦人科医会との協力による乳房検診　「乳房 2 次検診センターの成績」野
木裕子（東京慈恵会医科大学）

［Ⅴ 生活環境検査］
生活環境検査　「生活環境検査の実施状況」
本会検査研究センター  「食品製造における
カビ汚染防止対策」諸角　聖（本会学術委員）

［Ⅵ 研究・健康教育活動］
学会、研究会での研究発表／健康教育活動
／ 2005 年度の本会の概要

この「年報」をご希望の方は、
東京都予防医学協会広報室
までお問い合わせください。

（電話０３—３２６９—１１３１）
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